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(1）プロジェクトの背景・目的：
近年、携帯電話やRFIC等に代表されるように、数十MHzから数GHzに渡る周波数帯での
超小型無線通信システムに関心が集まっている。また、新しい無線通信システム WirelessUWB 
(3.IGHzから 10.6GHz）が種々検討されている。本フ。ロジェクトはこのような送受信器内部
において用いられる受動系通信用テ、バイスや回路システムに着目して、その小型化高性能化
を実現する事を目的としている。また、関連性のある付随的なテーマとして、電磁、ンールド、
マイクロ波エネルギ一変換、マイクロ波電力合成等の応用的課題を検討する事としている。
本フ。ロジェクトは研究分野「超高速情報伝達デノミイスの創製と応用」の一環として平成1
7年4月よりスタートし今年度が最終年である。
(2）研究成果：
二種の移相器を持つ伝送線路型・集中定数型ワイルキンソン・デバイダ：
2方向に信号を分割する集中定数型ウイルキンソン・デバイダの出力端に移相器を配し、
出力信号が同振幅逆位相となる回路を提案し、その回路の素子数の低減を図った。
以下に回路図と試作回路を示す。入出力端子＃ 1, 2' 3において入力信号に対して反
射波を生じず、＃ 2から＃ 3への伝送はない回路となっている（逆も成立）。このような状
況下において＃ 1から＃ 2への伝送信号と＃ 1から＃ 3への伝送信号とは同振幅であり且
つ18 0度位相が反転している。
図1 移相器を有する集中定数型ウイルキンソン・デ、バイダ
平面構成マイクロ波信号多分配器：
従来知られているバグレーポリゴン信号分配器は出力端子間距離が半波長に規定されてい
る。提案回路はこの出力端子間距離を任意とするものである。それ故、大幅な小型化設計が
可能になり且つ周波数特性も改善されたものが得られた。
以下に5分配器を例に従来ものと新提案ものとを示す。
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図2(a) 従来型パグレーポリゴン信号分配器 (b）新提案信号分配器
以上の研究内容については、理論と実験との対比を含めて非常勤研究員報告（ウリントヤ
氏）に詳しく示されているのでそちらをご参照下さい。
以下に学会発表論文を示す。
「原著論文」
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(3）プロジェクト成果（特許，起業，技術移転等）：
「特許」
特願2006-186166
【発明名称】二種の移相器を持つ伝送線路型・集中定数型ウイルキンソン・デノミイダ
2方向に信号を分割する集中定数型ウイルキンソン・デバイダの出力端に移相器を配し、
出力信号が同振幅逆位相となる回路を提案し、その回路の簡略化を図った。
特願2006-313003
【発明名称】平面構成マイクロ波信号多分配器
従来知られているパグレーポリゴン信号分配器は出力端子間距離が半波長に規定されてい
る。提案回路はこの出力端子間距離を任意とするものである。それ故、大幅な小型化設計が
可能になり且つ周波数特性も改善される。
「起業，技術移転等J 未定
(4）プロジェクト成果の応用・効果・構想、（起業計画，市場での応用・効果，特許化構想）：
2方向に信号を分割し 18 0度位相が反転する集中定数型ウイルキンソン・デパイダは整流、
アンテナへの給電、フ。シュフ。ル増幅、ディジタル信号の変復調として活用が見込める。
新提案ノミグレーポリゴ、ン型信号分配器はマイクロ波ミリ波信号の並列増幅器を製作するた
めに効果がある。
本フ。ロジェクトの成果は無線通信装置を構成する各種機能素子に役立つ。それ故、パーツ
としての市場性は考えられるが、種々の要素技術の集大成である携帯電話などの通信装置と
して販売されるものにはならない。しかしながら、今後更に、特定の要素部分に関して数多
くの特許を出願し、これによって無線通信機への貢献を果たす考えである。
本プロジェクトの関連性のある付随的なテーマとして、電磁シーノレド、マイクロ波エネル
ギ一変換、電磁波ビーム形成回路等、市場での応用性が期待される技術に関して今後更に検
討を進める予定である。
(5）利用施設： なし
